
豊中市立箕輪小学校 令和２年（２０２０年）7 月 27 日   8 月号 文責：校長 十河 浩二  

 

６月１５日から本格的に学校が始まり、子ども達も待ちかねたかのように元気に登校しています。

教室でも元気に手を挙げ、しっかりと勉強ができています。校長室には、１年生の音楽のカスタネ

ットの音が元気よく聞こえてきます。音楽といえばリコーダーもできるようになってきましたので

音楽の楽しみも増えています。しかし歌は声が出せませんのでハミングで楽しんでいます。体育は

距離を取り、激しい運動以外はマスクをして活動をしています。まだまだコロナには油断をしては

いけません。できない授業内容もありますが色々と工夫をして、コロナ予防をしっかりとしながら

子ども達と一緒に楽しい活動を作っていきたいと思っています。 

ところで、本格的な開始から１か月半が経ちましたが、そろそろ子どもたちは

疲れがたまってくる時期です。クラスでもちょっとしたことからけんかになる

ことも増えてきています。８月からは短縮になり、その後夏休みです。少しゆっ

くりさせてあげてください。 

 

【学校の決まり事】  

昨年１１月にも確認をしましたが、今年度も、もう一度確認をしておこうと思います。学校での

決まりは子ども達が学校で安心安全に過ごせるため、しっかりと落ち着いた中で学習をするため、

仲間づくりができるためにあるものです。これは、まだまだ幼い子どもたちが社会性（社会での一

般常識）や協調性を身に付けるために大切なことと考えています。小学校は小さな社会です。しか

も、まだまだ判断ができない子どもたちがあつまる不安定な小さな社会です。その小さな社会で、

子どもたち一人ひとりがしっかりと学習するとともに、身体的精神的にもすくすくと育っていくた

めには、一定の学校の決まりが必要となってきます。しかし、学校の決まりは法律ではありません。

これは、小学校を大切に思っていただいている保護者の皆様のご理解とご協力で成り立っていま

す。どうぞよろしくお願いします。 

①学校に必要のないものは持ってこないようにしましょう。たくさんのキーホルダーがカバンにぶ

ら下がっている子どもたちは、ぶつかったり引っかかったりとても危険でした。（現在はすっきり

としています）また、最近の文房具は本当に変わったものが多いです。わずかにしか消えない消し

ゴムでパズルや人形のようになっているものやかわいらしい筆箱など、子どもたちの勉強への意欲

を妨げ違う方に意識を持っていきそうなものが多いです。現在使用しているものは買い替えるのは

もったいないのでそのまま使用していただいていいのですが、できれば学習に全員が集中できる環

境を整える為、ご協力をお願いします。 

②ピアスや染髪は学校生活に必要のないものです。ご理解ご協力よろしくお願いします。（五中と

基準を合わせています。近隣の小学校はピアスや染髪をしている子どもは一人もいないようで

す・・・）子どもたちは個性の宝庫です。存在だけで魅力的です。外見を飾るのはもう少し年を取

ってからでもいいのではないでしょうか。 

③学校には習い事の準備を持ってこない。通学路を通り一旦家に帰って鞄を置いてから、習い事に

行くように指導をしていますのでよろしくお願いします。 

④杉の子などで暗くなってから人通りの少ない道を下校する場合、ご家庭の判断で大通りを通って

下校することは可能です。  



＊記載漏れ等あることもございます。各学年通信（たより）

においてもご確認ください。 

 

８月の行事予定 
少し前までアタマジラミが流行りました。その少し前から私も頭が

かゆかったので、髪の毛や頭皮のことを調べていたらどうやら私の場

合は白髪染めが原因だったようで、アレルギーを起こしかぶれている

ようでした。白髪染めを調べていたらなかなか体に悪い薬品が使われ

ている（認可されているので安全なのでしょうが・・・）ようです。

その時ついでに子どもの染髪について書かれている文章を見てびっく

りしました。そこには次のように書かれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の場合は自分の意志で残りの少ない人生を白髪染めと上手に付き

合っていこうと思いますが、未来のある子ども達は今判断することが

できませんので保護者の皆様がしっかりと守ってあげてください。 

◎子ども達がコロナ禍の影響で楽しいことがないのを心配していただ

いているPTAや公民分館の方々が、コロナ予防をしつつ楽しめるもの

はないか考えてくれています。 

①PTAさんの企画 

箕輪ルミナリエ（イルミネーション）を企画さ 

れています。お家でもういらなくなったイルミ 

ネーションがありましたら、学校までお持ちください。 

②公民分館さんの企画  芋ほりを企画していただいています。 

 

校長コラム 

曜日

1 土

2 日

3 月 個人懇談　４時間授業（13:30ごろ下校）

4 火 個人懇談　４時間授業（13:30ごろ下校）

5 水 ４時間授業（13:30ごろ下校）

6 木
個人懇談　４時間授業（13:30ごろ下校）
平和のつどい　給食最終日

7 金 １学期終業式（12:15ごろ下校）

8 土 　　　　　　　　　　　　　　　　　夏季休業

9 日

10 月 山の日

11 火

12 水 学校閉庁日

13 木 学校閉庁日

14 金 学校閉庁日

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金 　

22 土

23 日

24 月 ２学期始業式（12:15ころ下校）

25 火
２測定(５・６年）給食開始
 １～５年４時間授業（13：30ごろ下校）

26 水
２測定(３・４年）
１～６年４時間授業（13:30ごろ下校）

27 木
２測定(１・２年）
１～５年４時間授業（13:30ごろ下校）

28 金 １～５年４時間授業（13:30ごろ下校）

29 土

30 日

31 月
１～５年４時間授業（13:30ごろ下校）
５年自然学校①　AET授業日

９/11(金）５年自然学校②　　　備
考

【子供が髪を染めると、どの様な影響があるのか】 

ヘアカラーには、様々な成分が配合されており、抵抗力の強い大人の髪に

さえ負担をかけるものです。危険な成分の一つは、「パラフェニレンジアミン」と

いう化学物質です。症状としては、頭皮がピリピリと痛む、炎症を起こして赤く

なるなどという軽度のものから、湿疹や、じんましんをおこすというようなことも

あり、最悪の場合、呼吸困難をおこしてしまうこともあります。 誤って目に入

ってしまうと、瞼が腫れたり、結膜が充血したりするほか、失明の恐れもありま

す。 

子供は、自分の頭皮の状態を自分で判断することも、周りの大人に正確に

伝えることもできませんし、皮膚アレルギーを調べるためのパッチテストも年齢

とアレルギーによっては、正確な結果が出ないこともありますので、何に対して

アレルギー反応を起こすかということを完ぺきに把握することはできません。

従って、アレルギー反応を起こす恐れのある化学物質を使用した場合、どう

いう結果になるか、わからない状態なのです。また、子供は髪の毛も未熟で

すが頭皮も大人より皮脂の分泌が少ない為、防御力が弱い状態です。 

 ヘアカラー剤が、頭皮についてしまうと、頭皮がかぶれたり炎症を起こしたり

するだけではなく、皮膚から身体の内部に毒性の強い成分が 

侵入してしまい、発ガンの原因になってしまったり、今までは無 

かったアレルギーを発症してしまったりします。 

 子供は、身体も髪の毛も頭皮もすべて抵抗力が弱く、外部からの刺激を受

けやすい状態ですので、ここに記述したこと以外にも、髪の毛を染めることで、

様々なダメージを受けてしまいます。 

 子供にヘアカラーをするのは、非常に危険な行為ですので、なるべく控える

ほうがいいと言えます。 

 


